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1輻射黙? ? 極大日 α　　　　δ 附近の星 備 考
七月22日～八月10日
七月25日～八月10日
七月25日～八月8日
七月25日んノ＆月10EI
七月15日～八月20日
七月28日　340。
七月27日　355
／K月　1　日　　　342
八月4日　303
／k，月13日　　　　45
一17。　水　　　瓶δ
十59　　カシオペヤβ
一33　南　　　魚α
一SIO　　山　　　羊α
ナ57　ペルセγ
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　八月1日が雪月に回る爲，以上の五流星群中，最：後のペルセ群を除けば，極
大前後の観測は好都合である．ペルセ群の初期の観測も望ましい．七月～八月
はこれらの流星群によって，日々の流星敷は著しく櫓具するが，これ以外の流
星群の活動も相當にある筈である，この好期を逸することなく，課員は勿論，’
會員特に学生の方々の，流星を通じて科与する態度の錬成に努められむことを
希望する．
　　　　　　　　×　×　　　　　・　　×　　一　×　×
　五月の水瓶η群は，海老原勇夫（東京），岡泰造（大阪），松本久儀（大阪）の
諸氏の観測を受珪したが，これらは筆者の観測とともに後日まとめて，詳細に
磯表する．外に2～3火球の報告があった．就中，五月11日の半間飛來の大火球
は，稀有のものであるが，その経路の概略は天文急報第612號（六月15日號）に
稜表した通りである．（1943．VI．10）
★彗星　諜COMETS
　1943a（アレント）慧星は本年三月29日0時7．7分（世界時）に，ベルギ1のユク
ル（Uccle）天文墓で，小遊星の観測家たるS．　Arend氏によって獲見された．
その位置は“れうけん座”の北部（おぼくまε星の南方）で，西南：方へ進んで
をり，光度は13等とのことである．これは恐らくホィプル彗星の二審観測中に
獲見されたものであらう．三7一｛　99月の頃にはこのアレント星と殆んど同じ位置
にWhipPle－Fedtke彗星（1942f）が東南に向って進んでゐ．るのである、アレン
ト星の観測はまだ我が國では報告がない．
　1943b（オテルマ）彗星は去る四月8日21時0分（世界時）にフィンランド國のb
ルク（Turku）天文嘉でOterma女史によって獲見された．～二の位置は“をと
め座”η星の北で，西北へ進んでをり，光度は15等である．オテルマ女史は・
昨1942年に1942b（オテル・マ），1942d（第一シワスマン・ワハマン），1942e（ステ
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ファン・オテルマ）の三彗星を獲見してみる．今年のこのオテルマ星はまだ我が
國では観測されてるぬやうである。
　1942f（ホイプル・フエト㌘）馨星は昨年十二月12日に獲見されて以來，すっと槻測
がつづけられてるる．一月には光度は4等級にも上り，カニンガム彗星（19磁。
，・19411）以來の肉眼星として北斗あたりの北天を賑はした．最近のものでは四
月9日の廣瀬秀雄氏の磁心観測が稜表されてみる．
　第ニネウイミン（19271）葦星は，既報（天界第259號，第260號）の如く今春麟來
の豫定であるが，まだ稜見の通知に接しない．今までに入手した要素によれば
その近日鮎通過の時刻は次の通りである（何れも世界時にて）：
@　　F．R．　CripPs氏の計算によれば　　1943年四月27・8443日
　　　　　G・Neujmin氏㊧計算によれば　　1943年四月2＆54日
　　　　　神田茂氏の計算によれば　　　　1943年五月1・54G日
その他，総見の可能性のある週期彗星（天界第259評点24頁参照）にはダニエル
彗星（19091V＝19371）と，ダレスト彗星（192311）とがあり，また，毎年槻測
されることで有名な第一シワスマン・ワハマン彗星（1925111　＝　1941VIII）は今年tt
も多分七八月頃から擬測されるだらう。（18．6．1）
　（追記）六月13日に着いた1．A．U．回報第941號（1943年三月16目附）による
と，19421f（ホイプル・フ．トケ）彗星はその獲見（1942年十二月12日）より以前
に20回以上も撮影されてるる，とShapleyが旺A．　C．第642號（1942年十二
月14日出）に書いてみる由である．この報告を見るとJ’最も以前のものは1’942
年十一月5日に，オ1ク・リヂ出張所でホィプルが撮ったもので，その光度は12
等級と槻測されてるる（隠見光度は8等級）が，それよりも前の十月に撮したも
のには未だ像を認め得ない，とのことである．なほ十二月13日，14日にヤ1キ
iスでゾンビ1スブルクが槻出したところでは，藻さ40！の尾が認められてみ
る．
　1942e（ステファン・オテルマ）彗星は獲見後まもなく神田茂氏によって18671
ぐステファン）彗星と同定されたことは既に記した（天界260）が，1・　A・　U・でも，
M．Ebell氏が，この彗星の軌道が18671及び19371（ダ＝エル星）と似てみる，
と指示してみる，のを探り上げて，ステファン星との同定に同意してみる（1．　A．
U。回報927）．　この彗星は十二月中旬に9等級にも上ったが，その後減光し，
：二月1日の廣瀬秀雄氏の観測では11等牛になってみる，（18．6．13一進）
　日蝕鷺眞の豫約頒布：本年二月5日，北海這厚岸で木邊成麿氏撮影．読明書附．
　　　　　　　　　四ツ切〔皆既〕1赦2圓80鑓（＄共）
三枚一・・組〔コロナ（カビネ），プロミネ・ンス（カビネ），蝕分90％（手札）〕1圓90鏡（爵共）
